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ln the genetic a.lgoritluu(GA)， thcrc a.re va.rious methous to uefine gelle coUillgS， a.ld the 
gClletic opera.tiolls a.re depenued Ol the methods. 11l ma.ly pa.pers the fitlless of elitc gClle wa.s 
mied to eva.lua.tcもhegenetic opera.tions' effects， but there a.re 110 esta.blish巳ueva.lua.tiol lUcthods 
in thc point of illherita.nce of gellet.ic tra.fts. Here we propose a llew eva.lua.tion lllethod to wa.tch 
the inherit.ance of useful genetic tra.fts(builuing blocks) tha.t isesscntial for evolution il GA. Wc 
ha.ve studied the genetic tra.fもsin deta.il to see how the genes a.re constructed a.lU evolved il 


























本論文では、巡回セールスマン問題 (TSP，1旨avellingSalesman Problem)を対象に、 GAにおける
進化の過程を表現する手法を検討した結果について報告する D 第2章では改めてビルデイングブロッ























うo TSPでは通常ハミルトングラフに対応しない(同じ都市を 2回以上訪問したり、 1度も訪問しな
い都市があるような順路など)ストリングの遺伝子を致死遺伝子とする D
発現した形質は評価関数によって優劣が評価される o 劣勢な形質をもっ個体は淘汰され、優秀な形




























path crossover A B C D E 
parent 1 52413 A o 58 145 146 13 
parent 2 14325 B 58 O 41 125 61 
+ C 145 41 O 58 104 
58 O 74 
offstring 5 1 324 
E I 13 61 104 74 O 
図 1:パス表現・パス交叉
図 1を用いてパス交叉の例を説明する D 最初に parent1の先頭の都市である 5に着目し、 par-
ent 1 ，parent2の両者において巡回路上で都市 5(=E)の右隣に来る都市を調べ、図 1の右の方に記
した都市間の距離一覧より parentlでの5(=E)---2(=B)とparent2での5---1(=A)とで距離の短い方
(この場合E---B=61、E---A=13なので parent2のA)を選択し、子遺伝子の 2番目の記号要素 1と










































遺伝子コーデイング法である o 図3に、巡回路A-D-B-E-C-G-Fから 1312121という遺伝子ストリン
グが作成される例を示す。巡回路の先頭Aは参照列 ABCDEFGの1番目であるから、ストリングの
最初は 1とする o 次に、巡回路の 2番目の Dは1番目の Aを除いた参照列 BCDEFGの3番目であ











































。胃困問、g1 6 2 3 2 1 1 -
0骨string2242311
1-p四ntcrossover 





















厳密解のサブツアーをビルデイングブロックとして定義する O つまり与えられた TSPに対して、
なんらかの方法で最短の巡回路である厳密解を求める。サブツアーとはその厳密解の表す巡回路の連
















さのサブツアーはそれぞれN種類存在する o この N種類のピjレディングブロックが遺伝子集団中に
それぞれどの程度分布しているかを調査することになる。
(3)ビルディングブロックの成長
































































A-D D-B B-C C-E E-A 
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図 8: 長さ 2~8 のビルデイングブロックの世代経過による変化
世代数20付近までは、長さ 3のピjレディングブロックが出現しているのが読み取れるが、これらは
そのうち消滅し、世代数30付近で長さ 2のビルデイングブロックしか残っていない。この時のエリー
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図 10:長さ 3のビルデイングブロックの世代経過による変化
次に、同じ条件下で都市数=15、遺伝子プールサイズ=50の場合の結果を示す。終了世代数は 30
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また終了世代数は 30とする凸図 14は、長さ 2""'"'8のビルデイングブロックの世代経過によるプール
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この長さ 7のビルデイングブロックに関して少し検討する o 図16(a)は世代数8で出現した長さ 7
のビルデイングブロックを保有する遺伝子で、一方の同図 (b)は世代数8におけるエリート遺伝子の
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